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本日のアイテム

• 自己紹介（なぜ、片桐は安全をしているか）

• 大学・研究所の安全の特徴

• 改正労働安全衛生法の

化学物質リスクアセスメント

• リスクアセスメント物質の検索法の提案

• 対象物質について

• 2020年水俣条約に向けて

リスクアセスメント
の準備様式を
作ってみました

これとMSDS (SDS )をセットで保持
保管すれば、準備OK?

何が求められているか

シナリオの設定には
5W1H情報が必要

有害性評価には
使用量の調査が必須

ステップ３は
作業環境測定

ステップ４は
産業医の判定

まずは
ステップ１，２まで？

どのように使うか

どんな危険があるか

実際の暴露量は？

リスクの判定

リスクアセスメントに必要な情報

• ５W１H情報

– Why なんで使うのか、用途は何か

• 特にmulti purposeに注意

– When いつ使うのか、どの頻度で使うのか

– Where どこで使うのか、どの設備下で使うのか

– Who 誰が使うのか、女性則対象者ではないか

– （Which より安全な他の代替手段はないか）

– How much 使用量は
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MSDS（SDS）を
収集しました

これと先の準備様式をセットで保持
保管すれば、準備OK?

対象物質を見つけ出すのが
一苦労(一番大変な作業）

名称はIUPACだけではない、慣用名も

物質リスト（フラグ付き）作りました

エクセル形式です。
ご入用のかたにお分けしています。
（使用許諾条件あり）
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リスト・ファイルご希望の方は

• ファイルは外山さんにお預けします。

• 使用する時はメールにて片桐までご連絡くだ
さい。katagiritsms@stf.teu.ac.jp

–使用範囲をお知らせください。

– ２次配布はおやめください。必要な場合は片桐ま
で知らせるように先方にお伝えください。

– カスタマイズはWelcomeです。ファイルの書き換

え、項目の追加等を行われましたら、そのファイ
ルを片桐までお送りください。フィードバックして
今後に役立てます。

本日のアイテム

• 自己紹介（なぜ、片桐は安全をしているか）

• 大学・研究所の安全の特徴

• 改正労働安全衛生法の

化学物質リスクアセスメント

• リスクアセスメント物質の検索法の提案

• 対象物質について

• 2020年水俣条約に向けての対策

どのような薬品が対象か

１．元素の視点から

元素から

• 有害元素

– Be, B, 

– Al, Si, 

– Ge, As, Se, Ti, V, Cr, Mn, Fe, Co, Ni, Cu,  Zn,

– In, Sn, Sb, Te, Y, Zr, Mo, Rh, Ag，Cd,

– Cs, Ba, Tl, Pb, Hf, Ta,  W, Os, Ir, Pt, Hg, 

元素から 元素から
• 合金

–電気回路作成に使うハンダはPbとSn

–ベルチェ素子（Bi Te）

–溶接に使う銀ロウ（Ag Cu Zn Cd Ni Mn）や溶接棒
（Ni Cu Fe）

• 金属錯体

–一部の絵の具、染料（Co Cd Cr Zn Mn）

• 半導体

– Si Ge Zn Ga In S Se In P

–なぜかGa（青色発光ダイオード）は指定外
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どのような薬品が対象か

２．分子機能の視点から

分子機能の視点から

• 農薬 ８５種類

• 医薬 ９種類

• 色素 １７種類

• 油 １４種類 ガソリンや鉱油（潤滑油）も

• 溶媒（油を除く） ６７種類

医薬（８種類）

• ハロタン、2−ブロモ−2−クロ
ロ−1,1,1−トリフルオロエタン
麻酔薬

• エンフルラン、2−クロロ
−1,1,2−トリフルオロエチル
ジフルオロメチルエーテル
麻酔薬

• 一酸化二窒素 麻酔薬

• ジスルフィラム、アンタ
ビュース、テトラエチルチウ
ラムシ ゙スルフィト ゙ 筋弛緩
薬

• アスピリン、アセチルサリチ
ル酸抗炎症剤

• ワルファリン、3−(アルファ−
アセトニルベンジル)−4−ヒド
ロキシクマリン抗凝固剤

• クレソ ゙ール 消毒薬

• ショウノウ、1,7,7-トリメチル
ビシクロ[2.2.1]ヘプタン-2-
オン、2-ボルナノン抗炎症
剤

• ストリキニーネは医薬品か
な？精力剤？

油

• 塩素化ビフェニル(PCB) 

• ガソリン

• 灯油

• 軽油

• けつ岩油

• 鉱油

• クレオソート油、コール
タール油

• コールタール

• 松やに

• コールタールナフサ(ソ
ルベントナフサを含む) 

• 石油エーテル

• 石油ナフサ

• 石油ベンジン

• テレビン油

• ミネラルスピリット、ミネ
ラルシンナー、ペトロリ
ウムスピリット、ホワイト
スヒ ゙リット。ミネラル
ターヘ ゙ン

溶媒

• CH3CN

• ケトン類（アセトンなど）

• アルコール類

• エーテル類

• グリコール類

• 炭化水素類

• 芳香族類

• エステル類

• 塩素系溶媒

• アミド類（DMFなど）

• ニトロメタン

• CS2

• HMPA

• よく使う有機溶媒、有機
溶剤は全滅

どのような薬品が対象か

３．有機分子構造の視点から
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構造の視点から

• 芳香族、芳香環 211

• 塩素 136

• 臭素 24

• リン 51

• イオウ 70

• NO2 42 (内 Ar-NO2 30)

• NH2 89 (内 Ar-NH2 54)

リン、イオウは農薬が多いが、合成試薬もある

有機フッ素化合物
片桐の専門は有機フッ素化学

• 作業手順

– Xlsxのファイル作成、構造フラグを立てる。

– ファイルメーカーで読み出し、フラグ中の「F」を探す

– 「Fe」をのぞく

–整理する

有機フッ素化合物（２６種類） 無機化合物（４（＞５）種）

• BrF5

• ClF3

• BF3

–酸化的なフッ素化剤

• HF and F− Fluorides 

–歯科用NaFも対象

フロン類（１１種類）

• CHF2Cl (HCFC-22)

• CHFCl2 (HCFC-21)

• CF2Cl2 (CFC-12)

• CFCl3 (CFC-11)

• CF3Br （ハロン1301)

• CF2Br2 (ハロン1202)

• CHCl2-CF3 (HCFC-123)

• CF2Cl-CF3 (CFC-115)

• CF2Cl-CF2Cl (CFC-114)

• CF2Cl-CFCl2 (CFC-113)

• CFCl2-CFCl2 (CFC-112)

農薬（2種類） 医薬（２種類）

• フルトラニル

• CH2F-COONa

• エンフルラン

• ハロタン
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モノマー（3種類） その他（4種類）

• CF2=CF2

• CF2=CH2

• CHF=CH2

• CF3-CO-CF3

大学研究室で問題になるモノは
あまりないが、企業は大変でしょうね。


